
○農産物検査に関する事務処理要領の一部改正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新旧対照表
	新
	旧

	農産物検査に関する事務処理要領

Ⅰ～Ⅳ　（略）

附　則
（略）
[bookmark: _GoBack]この要領は、令和７年５月９日から施行し、令和７年３月31日から適用する。










別紙１　地域登録検査機関の登録等申請手続マニュアル（略）

地域登録検査機関の登録等の申請手続（略） 








	農産物検査に関する事務処理要領

Ⅰ～Ⅳ　（略）

附　則
　　











別紙１　地域登録検査機関の登録等申請手続マニュアル

地域登録検査機関の登録等の申請手続（略）



	式例第1号　農産物検査業務規程

	農産物検査業務規程記載事項（例）
	作成のポイント

	
農産物検査業務規程
（登録検査機関名）

	


	第１条～第18条　（略）

（農産物検査の結果の通知） 
第19条 農産物検査員は、農産物検査の実施後すみやかに検査証明書を請求者に通知するものとする。 
なお、農産物検査員は、様式○号により農産物検査の実施後すみやかに検査結果を請求者に通知するものとする。









第20条～第39条 （略）
制 定 令和○年○月○日
一部改正 令和○年○月○日
別記様式 （略）


	（略）

（農産物検査の結果の通知等） 
 検査証明書の通知以外に、農産物検査結果の通知を行
う場合には、発行様式等を定めること。 
また、共通申請サービスから検査請求がされたものに
ついては、検査結果を共通申請サービスにより検査請求
者に通知することができる。 
 なお、農産物検査結果の通知には、最低限次に掲げる
事項が記載されていることが望ましい。 
（１）請求者氏名及び住所 
（２）検査結果別数量 
（３）格付理由又は穀粒判別器や電気式穀粒計での 
 測定結果 
（４）検査年月日 













別紙２　地域登録検査機関の登録等審査手続マニュアル　（略）

別紙３　農林水産大臣に対する申出取扱いマニュアル　（略）


別紙４
農産物検査の検査結果等報告マニュアル
別表


様式第1号～８号（略）
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様式第13号～14号（略）













	様式例第1号　農産物検査業務規程

	農産物検査業務規程記載事項（例）
	作成のポイント

	
農産物検査業務規程
（登録検査機関名）

	



	第１条～第18条　（略）

（農産物検査の結果の通知） 
第19条 農産物検査員は、様式○号により農産物検査の実施後すみやかに検査証明書を請求者に通知するものとする。 
なお、農産物検査員は、様式○号により農産物検査の実施後すみやかに検査結果を請求者に通知するものとする。










第20条～第39条 （略）
制 定 令和○年○月○日
一部改正 令和○年○月○日
別記様式 （略）


	（略）

（農産物検査の結果の通知等） 
 検査証明書の通知以外に、農産物検査結果の通知を行
う場合には、発行様式等を定めること。 
また、共通申請サービスから検査請求がされたものに
ついては、検査結果を共通申請サービスにより検査請求
者に通知することができる。 
 なお、農産物検査結果の通知には、最低限次に掲げる
事項が記載されていることが望ましい。 
（１）請求者氏名及び住所 
（２）検査結果別数量 
（３）格付理由
（４）検査年月日 


	
	


　

別紙２　地域登録検査機関の登録等審査手続マニュアル　（略）

別紙３　農林水産大臣に対する申出取扱いマニュアル　（略）


別紙４
農産物検査の検査結果等報告マニュアル
別表


様式第1号～８号（略）
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様式第13号～14号（略）




1

2

image3.emf
様式第 

11 

号

中国四国農政局長 様

高知県知事

生産年度

計 病害粒虫害粒変質粒破砕粒

皮切 

れ粒

はく 

皮粒

汚損粒しわ粒その他

               

備考 　各年５月１日から翌年４月末日までの累計

 

とし、生産年度ごとに別葉とすること。

番　　号

年　月　日

国内産大豆の等級理由別検査結果報告書( 年 月 日現在累計)

(単位：

kg)

被　害　粒

都道府県名 農産物の種類 等　級 検査数量

形質

水分

過多

未熟粒

異種 

穀粒

異物


image4.emf
様式第 

12 

号

中国四国農政局長 様

生産年度

農産物の種類 荷造り及び包装 量　目 検査総数量

１等 

(合格)

２等

３等 

(等外)

規格外 

(等外上)

番　　号

年　月　日

高知県知事

国内産農産物の品位等検査に係る検査結果報告書 （　　年　　月　　日現在累計）

都道府県名 銘柄 備考

   

備考   １検査総数量のうち国が行った検査数量を「備考」の欄に記載すること。 

          ２ そばについては各年５月１日から翌年４月末日までの累計、その他（小豆、いんげん、かんしょ生切干及びでん粉）については会計年度の累計

 

とし、生産年度 

              ごとに別葉とすること。 

          ３ そばの検査数量の記載は 0.5kg 単位とすること


image5.emf
様式第８号

生産年度

都道府県名 農産物の種類 検査区分 銘柄 荷造り及び包装 量目 検査総数量 特上 特等

１等

 (合格)

番    号

年 月 日

中国四国農政局長 様

高知県知事

国内産農産物の品位等検査に係る検査結果報告書( 年 月 日現在累計)

(単位：

kg)

２等

３等 

(等外)

規格外 

(等外上)

備考

備考１ 「検査区分」の欄には、農産物検査法(以下「法」という。)第３条の品位等検査(米穀の品位等検査)、法第５条第１項の品位等検査(検査を受け

        ていない米穀の品位等検査)、法第６条の品位等検査(麦の品位等検査)及び法第９条の品位等検査(米麦以外の農産物の品位等検査)の別を記載すること。

    ２ 農産物検査法施行規則(昭和 

26 

年農林省令第 

32 

号)第１条に規定する米穀の当年産以外のものの検査結果にあっては、別葉とし、「農産物の種類」の

       欄に当年産以外の別を記載し、「生産年度」を「会計年度」とすること。

    ３  大豆の検査結果にあっては、会計年度の累計

 

とし、生産年度ごとに別葉にする。

    ４　検査総数量のうち国が行った検査数量を「備考」の欄に記載すること。


image6.emf
様式第 

11 

号

中国四国農政局長 様

高知県知事

生産年度

計 病害粒虫害粒変質粒破砕粒

皮切 

れ粒

はく 

皮粒

汚損粒しわ粒その他

               

備考 　会計年度の累計

 

とし、生産年度ごとに別葉にすること。

番　　号

年　月　日

国内産大豆の等級理由別検査結果報告書( 年 月 日現在累計)

(単位：

kg)

被　害　粒

都道府県名 農産物の種類 等　級 検査数量

形質

水分

過多

未熟粒

異種 

穀粒

異物


image7.emf
様式第 

12 

号

中国四国農政局長 様

生産年度

農産物の種類 荷造り及び包装 量　目 検査総数量

１等 

(合格)

２等

３等 

(等外)

規格外 

(等外上)

番　　号

年　月　日

高知県知事

国内産農産物の品位等検査に係る検査結果報告書 （　　年　　月　　日現在累計）

都道府県名 銘柄 備考

    

備考 １　検査総数量のうち国が行った検査数量を「備考」の欄に記載すること。 

　　　　 ２　会計年度の累計

 

とし、生産年度ごとに別葉とすること。

         ３ そばの検査数量の記載は0.5kg単位とすること。　


image1.emf
様式第８号

生産年度

都道府県名 農産物の種類 検査区分 銘柄 荷造り及び包装 量目 検査総数量 特上 特等

１等

 (合格)

番    号

年 月 日

中国四国農政局長 様

高知県知事

国内産農産物の品位等検査に係る検査結果報告書( 年 月 日現在累計)

(単位：

kg)

２等

３等 

(等外)

規格外 

(等外上)

備考

備考１ 「検査区分」の欄には、農産物検査法(以下「法」という。)第３条の品位等検査(米穀の品位等検査)、法第５条第１項の品位等検査(検査を受け


image2.emf
備考１ 「検査区分」の欄には、農産物検査法(以下「法」という。)第３条の品位等検査(米穀の品位等検査)、法第５条第１項の品位等検査(検査を受け

        ていない米穀の品位等検査)、法第６条の品位等検査(麦の品位等検査)及び法第９条の品位等検査(米麦以外の農産物の品位等検査)の別を記載すること。

    ２ 農産物検査法施行規則(昭和 

26 

年農林省令第 

32 

号)第１条に規定する米穀の当年産以外のものの検査結果にあっては、別葉とし、「農産物の種類」の

       欄に当年産以外の別を記載し、「生産年度」を「会計年度」とすること。

    ３  大豆の検査結果にあっては、各年５月１日から翌年４月末日までの累計

 

とし、生産年度ごとに別葉にする。

    ４　検査総数量のうち国が行った検査数量を「備考」の欄に記載すること。


